
令和 6 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 厳木会 

２ 事 業 名 称 厳木ダム梅林園剪定ボランティア活動 

３ 実 施 日 時 令和 6 年 12 月 2 日、3 日 

４ 実 施 場 所 厳木ダム右岸梅林園 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

厳木ダム梅林園は造園以来、花見や梅の実ちぎり、散策等多くの人々に

親しまれてきました。しかし、近年は樹勢の衰退や未成熟な果実が見られ

るため、樹形を整える剪定を平成２９年から令和３年の４年間（令和２年

は未実施）で行い、梅林園全体を完了させました。その後、剪定から年数

が経ち、枝が多く茂っていることから、令和４年度からは枝の剪定を行っ

ており、令和６年度においても枝剪定を実施したものです。 

 枝剪定作業は専門家の指導を受け、利水者、武雄河川事務所職員（ダム

管理支所含む）とダム OB 会が一緒に作業を実施しました。 

（事業実施効果） 

剪定された梅林は日光がよく入り、風通りがよくなり良質な果実が期待

できます。また、景観も良くなり、花の時期や梅の実の時期には多くの人々

が厳木ダムを訪れることが期待できます。この梅林園での交流が、ダム管

理者と地域との信頼関係構築や水源地域振興に一層役立つものと期待さ

れます。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 54 名 

（１）主催者参加 13 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 41 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 名 

７ 今 後 の 方 針 

平成２９年から令和３年まで梅の樹形を整える剪定を行い、その後、枝

剪定も行っていることから、梅の実の結実状況を確認しながら、専門家の

意見も聞いて、来年以降も枝の剪定活動を行っていくこととしています。 
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（Ｒ６年１２月２日 専門家による剪定指導） （Ｒ６年１２月２日 剪定作業状況） 

（Ｒ６年１２月２日 施肥材料 苦土石灰・鶏糞） （Ｒ６年１２月３日 剪定作業状況） 

（Ｒ６年１２月２日） （Ｒ６年１２月３日） 
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